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超高齢社会を迎えた本邦においては、疾病構造の変化から
見て“心不全パンデミック”とも言われるように、心不全は
重要な病態の一つと考えられます。しかし心不全は様々な
原因によって引き起こされ、様々な要因によって増悪する
ことが知られています。
今回の講演では、加齢に伴って増加する心不全の発症に明
らかに影響を及ぼすにもかかわらず、これまで見過ごされ
がちだった心房細動、睡眠時無呼吸、大動脈弁狭窄について
お話をさせていただきます。
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